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1.　シジミは味噌汁 の実，佃煮 などとし てその独特の

風味 が貴ばれ る食品で あるが，そ の香臭成分については

未 だ研究 され てい ない。

本研究におい ては，シジ ミ煮熟 臭の酸性成分，塩基性

成分の分離同定 を行 ない，更 にカル ボニル成分について

検索する と共に，煮熟臭 の主 臭気成 分が官能的に含硫化

合物では ないか と考え られるのでその分離， 定性も行な

っ た。

2.　シジミ可食部を水蒸気蒸留し，煮 熟臭酸性成分を

2% 炭酸水素 ナトリ ウム で ナトリウム塩 とし 分離濃縮

後，酸分解して遊離酸 をジ アゾメタンでメチルエステル

として ガス ク９分析した。 塩基性成 分は 塩 酸塩 とし た

後，アルカリで加熱分解し遊離塩 基とし てガス グロ分析

し た。 いずれ の場合に もTR, さらに分取できるものに

ついてはI  R で同定 を行なった。 カルボユル成分につい

ては,  2,4-DNPH でヒ ドラゾンとし て分離し,   TLC

分析を行 なっ た。含硫化合 物は，煮 熟臭 を酢酸鉛，塩化

第二水銀，シア ン化水銀 の各トラップ順 に通し ，硫化水

素， サルフ ァイ ドお よび メノレカプ クンの 有無を し ら べ

た。



3. 酸性成分 として酢酸，プロピ オン酸，イ ソ酪酸，

イ ソバ レリア ン酸,塩基性成 分とし てトリメチルアミン，

アンモ ニアの計 ６種 を同定し た。 カルボニルは８種を検

出し たが極 めて少量 であるためI  R による同定が不可能

であ９ た。 また含硫化 合物につい ては多量の硫化水素を

検出し たが， サルフ ァイドおよび メルカプタンは検出さ

れ なかった。
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